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編集業務に関するお知らせ
﹁小児保健研究﹂等の原稿の投稿や編集に関するお問い合わせは下記にお願いします。
〒160–8306　東京都新宿区西新宿５丁目25番11号　㈱日本小児医事出版社内　﹁小児保健研究﹂編集部
ＴＥＬ：03–5388–6008（小児保健研究専用）ＦＡＸ：03–5388–5193　E︲mail：shounihoken@viola．ocn．ne．jp

春寒の時期を迎え，白梅，紅梅，寒桜が見頃となりま
した。お花屋さんには桜も陳列され始めましたので，各
地の桜の便りも待ち遠しく思います。さて，小児保健研
究第76巻第２号は，研究４編，報告３編と投稿論文合計
７編，提言，視点が掲載されております。本機関誌は，
第75巻第６号から電子ジャーナル化されて約５�月が経
過しました。今ではパソコンさえあれば，いつでもどこ
でもジャーナルを的確に検索して閲覧できるうえ，紙や
印刷，郵送の協会経費の大幅な削減が可能となっていま
す。また，紙媒体がないため利便性に優れ，データの劣
化も改ざんもありません。会員の皆様方には，大いにア
クセスしていただいて，新たな知見や貴重な情報を入手

していただきたいと思います。
編集委員として投稿論文の査読を通して，ここ２～３

年痛感することがあります。査読後の論文の加筆修正に
要する時間が延長してきていること，査読回数が複数回
に及ぶ論文も増えているように感じます。査読を通して
論文を洗練させていくことは重要な作業ですが，論文を
投稿する側と査読をする側の意思疎通をより円滑にでき
るような工夫はないものかと思案しております。何か良
いアイデアがございましたら，ご教示のほどお願い申し
上げます。しばらくは三寒四温が続きますので，会員の
皆様ご自愛下さい。

（伊藤龍子）
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